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ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
と

キ
リ
ス
ト
の
死
　
日
本
に
お
け
る
講
演
と
説
教

�

◆
四
六
判
・
並
製
・
３
３
０
頁
・
本
体
３
２
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０
円

ベ
ル
ト
ー
ル
ト
・
ク
ラ
ッ
パ
ー
ト
著
／
武
田
武
長
編

西
欧
精
神
を
規
定
し
た
二
人
の
刑
死
者

両
者
の
相
似
と
相
違
は
何
か
。
著
者
は
こ
こ
に
も
う
一
人
の

刑
死
者
ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
を
導
入
し
、
キ
リ
ス
ト
教
的
実
存

の
何
た
る
か
を
鮮
や
か
に
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

ま
た
、
死
者
の
魂
の
覚
醒
を
論
じ
る
カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
バ
ル
ト

に
即
し
て
、
神
学
的
死
生
観
を
倫
理
に
接
続
し
た
論
考
、
さ

ら
に
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
と
い
う
信
仰
者
像
を
媒
介
と
し
て
ユ
ダ

ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ
ス
ラ
ー
ム
の
三
者
間
対
話
を
極
限

ま
で
追
求
し
た
論
考
な
ど
、
神
学
の
醍
醐
味
と
喜
び
を
味
わ

わ
せ
て
く
れ
る
８
編
。「
バ
ル
ト
―

ボ
ン
へ
フ
ァ
ー
の
線
」
を

追
求
し
て
き
た
著
者
の
2
度
の
来
日
時
に
語
ら
れ
た
言
葉
。

9
月
16
日
発
売

著
者　

１
９
３
９
年
、
宣
教
師
の
息
子
と
し
て
ス
マ

ト
ラ
に
生
ま
れ
る
。
２
０
０
４
年
ま
で
ヴ
ッ
パ
ー

タ
ー
ル
神
学
大
学
で
組
織
神
学
の
教
授
を
務
め

た
。
邦
訳
さ
れ
た
書
『
和
解
と
希
望
』（
小
社
刊
）。

　
　
【
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次
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よ
り
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ソ
ク
ラ
テ
ス
の
死
と
キ
リ
ス
ト
の
死
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―
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
キ
リ
ス
ト
を
巡
る
デ
ィ
ー
ト
リ
ッ
ヒ
・

ボ
ン
ヘ
ッ
フ
ァ
ー
。
キ
リ
ス
ト
教
と
非
キ
リ
ス
ト
教
的
・

異
教
的
知
恵
と
の
出
会
い
を
示
す
卓
越
し
た
例

２　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
神
学
の
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ

　
　
　
―
―
死
後
も
キ
リ
ス
ト
の
交
わ
り
の
中
で
「
霊
―

魂
」
が

目
覚
め
て
い
る
こ
と

３　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
と
旧
約
聖
書

　
　
　
―
―
今
日
の
我
々
に
と
っ
て
の
カ
ル
ヴ
ァ
ン
神
学
の
意
味

４　

イ
ス
ラ
エ
ル
の
神
の
「
御
名
」
の
解
釈
と
し
て
の
三
位
一
体

５　

ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
一
つ
に
し
、
か
つ
区
別
す
る

　
　
　
―
―
ユ
ダ
ヤ
教
・
キ
リ
ス
ト
教
・
イ
ス
ラ
ー
ム
の
三
者
間

対
話
の
基
礎
づ
け
と
展
望

６　

イ
エ
ス
が
受
け
た
メ
シ
ア
的
霊
の
洗
礼

　
　
　
―
―
メ
シ
ア
・
イ
エ
ス
は
第
一
聖
書
と
ユ
ダ
ヤ
教
に
属
す
る

７　

説
教「
こ
れ
が
ヨ
ハ
ネ
の
証
し
で
あ
る
。『
見
よ
、神
の
小
羊
』」

８　

説
教
「
あ
な
た
た
ち
は
神
の
力
を
知
ら
な
い
」



9 月の新刊

新教出版社のオンデマンドブックから

新
規
オ
ン
デ
マ
ン
ド
化�

【
8
月
25
日
】

基
督
教
の
起
源

山
谷
省
吾
著
／
解
題
＝
荒
井 

献

戦
後
、
邦
人
の
手
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
初
期
キ
リ
ス
ト
教

史
研
究
の
画
期
と
な
っ
た
古
典
。
堅
実
で
厳
密
な
学
問
的
態
度

と
信
仰
的
立
場
と
が
み
ご
と
に
融
合
し
た
名
著
。

上
下
２
巻
を
合
本
化
し
、オ
ン
デ
マ
ン
ド
ブ
ッ
ク
と
し
て
復
刊
。

�

◆
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５
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・
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・
７
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０
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・
本
体
６
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オ
ン
デ
マ
ン
ド
化
準
備
中�

【
10
月
予
定
】

新
約
聖
書
解
題

山
谷
省
吾
著
／
解
題
＝
中
野 

実

山
谷
省
吾
（
や
ま
や
・
せ
い
ご
）

１
８
８
９
年
岡
山
県
に
生
ま
れ
る
。
東
京
帝
国
大
学
卒
業
後
、
内

務
省
勤
務
を
経
て
第
四
高
等
学
校
、
第
三
高
等
学
校
教
授
を
務
め

た
後
、
31
年
、
室
町
教
会
牧
師
、
46
年
、
信
濃
町
教
会
牧
師
、
51

年
、
口
語
訳
聖
書
専
任
委
員
、
55
年
、
東
京
神
学
大
学
教
授
、
66

年
、
東
北
学
院
大
学
教
授
を
歴
任
。
ま
た
駒
沢
教
会
、
豊
島
岡
教

会
牧
師
も
兼
ね
た
。
著
書
は
『
パ
ウ
ロ
の
神
学
』、『
パ
ウ
ロ
書
簡
・

私
訳
と
解
釈
』
全
5
巻
な
ど
多
数
。
82
年
逝
去
。

ローマの信徒への手紙�上巻
原口尚彰著 ◆A5判・270 頁・本体 6400 円

修辞学的＝書簡論的分析の成果
邦人の手になる久々のローマ書に関する本格注解
ローマの信徒への手紙は紀元 57年頃、コリントに滞在する使徒パウロが、まだ
訪問したことがないローマの教会へ書き送った手紙である。本書はこの手紙を、
当時のディアスポラ書簡の文脈に置き直し、修辞学的＝書簡論的な分析を施すこ
とによって、著者と読者とのコミュニケーションの中でいかなるメッセージがや
り取りされたかを精緻に解明する。上巻は、緒論および本文8章までの注解。

【著者】原口尚彰（はらぐち・たかあき）
1977年、東京大学法学部を卒業後、日本ルーテル神学大学、同神学校を経て、シカゴ・ルーテル
神学校で博士号取得。明治学院大学一般教育部講師、聖和大学人文学部助教授（新約聖書学担当）、
東北学院大学文学部教授（新約聖書学担当）を経て、2015年よりフェリス女学院大学国際交流学
部教授。著書は『ガラテヤ人への手紙』、『信じることと知ること』、『ロゴス・エートス・パトス』、『新
約聖書釈義入門』、『新約聖書神学概説』、『幸いなるかな』など多数。



10 月以降の出版予定から

● 8 月に出た本

日
本
国
を
建
て
る
も
の

信
仰
・
教
育
・
公
共
性

梅
津
順
一
著

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
研
究
の
第
一
人
者

が
、
近
代
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
、
日
米

キ
リ
ス
ト
教
大
学
の
歴
史
を
振
り
返
り
、

日
本
の
将
来
の
精
神
的
基
軸
を
構
想
す

る
力
作
。
本
多
庸
一
、
徳
富
蘇
峰
、
内

村
鑑
三
、
福
澤
諭
吉
な
ど
の
思
想
家
た

ち
は
キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
何
を
見
、
ど
の
よ
う
な
日
本
を

夢
見
た
の
か
。
今
学
ぶ
べ
き
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
大
学
の

ル
ー
ツ
と
は
。
著
者
は
青
山
学
院
院
長
、
キ
リ
ス
ト
教
学

校
教
育
同
盟
理
事
長
。�

◆
四
六
判
・
本
体
２
８
０
０
円

福
音
と
世
界

�

◆
税
込
６
３
５
円

9
月
号
―
特
集   

聖
書
と
老
い

寄
稿
者
：
渡
辺
信
夫
、
櫻
井
重
宣
、
小
塩
ト
シ
子
、
原
慶
子
、
川
又

俊
則
、
荒
井
献
、
小
海
光
、
小
林
昭
博
、
宮
下
規
久
朗
、
金
必
順
、

高
橋
優
子
、
内
田
樹
、
佐
藤
優
、
月
本
昭
男
、
辻�

学
、
木
原
葉
子
、

一
色
哲
、
ほ
か

ロ
ド
ニ
ー
・
ス
タ
ー
ク
著
／
櫻
井
康
人
訳

十
字
軍
と
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界

『
キ
リ
ス
ト
教
と
ロ
ー
マ
帝
国
』
で
著
名
な
宗
教
社
会
学
者
が
従
来
の
十
字
軍
像
に

挑
戦
。
果
た
し
て
彼
ら
の
行
動
を
経
済
的
・
領
土
的
野
心
な
い
し
改
宗
主
義
と
い

っ
た
動
機
だ
け
で
説
明
で
き
る
の
か
、
ま
た
対
す
る
通
説
的
イ
ス
ラ
ー
ム
像
は
妥
当

な
の
か
を
再
検
討
し
、
話
題
を
呼
ん
だ
問
題
作
。�

◆
四
六
判
・
予
価
３
６
０
０
円

ヴ
ィ
ク
ト
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ク
ル
著
／
赤
坂
桃
子
訳

ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
の
エ
ッ
セ
ン
ス�

18
の
基
本
概
念

ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ア
メ
リ
カ
人
読
者
の
要
望

に
応
え
て
フ
ラ
ン
ク
ル
自
身
が
『
夜
と
霧
』
英
語
版
に
付
し
た
貴
重
な
紹
介
論
文
。

初
の
邦
訳
。
ま
た
日
本
で
ロ
ゴ
セ
ラ
ピ
ー
を
実
践
す
る
精
神
科
医
と
臨
床
心
理
士

に
よ
る
2
つ
の
解
説
を
付
す
。
牧
会
者
必
携
。�
◆
小
Ｂ
６
判
・
予
価
１
６
０
０
円

ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
フ
ァ
ー
ニッ
シ
ュ
著
／
焼
山
満
里
子
訳

第
一
コ
リ
ン
ト
書
の
神
学

パ
ウ
ロ
研
究
の
第
一
人
者
が
、「
パ
ウ
ロ
の
神
学
」
を
安
易
に
語
る
こ
と
を
戒
め
つつ
、

伝
道
者
・「
使
徒
」
と
し
て
走
り
抜
い
た
彼
の
、
第
一
コ
リ
ン
ト
書
に
込
め
た
独
自

の
目
標
・
特
徴
を
手
堅
く
綿
密
に
検
討
す
る
。�

◆
四
六
判
・
予
価
３
５
０
０
円

ユ
ル
ゲ
ン
・
モ
ル
ト
マ
ン
著
／
福
嶋 

揚
訳

希
望
の
倫
理

64
年
に
『
希
望
の
神
学
』
で
衝
撃
的
デ
ビ
ュ
ー
を
果
た
し
た
著
者
が
46
年
後
に
、

こ
れ
ま
で
の
神
学
的
営
為
の
総
決
算
と
も
言
う
べ
き
書
を
書
き
上
げ
た
。
い
ま
真

の
希
望
の
あ
り
か
を
指
し
示
す
21
世
紀
の
倫
理
。�

◆
四
六
判
・
予
価
４
５
０
０
円

神
の
名
の
も
と
に

戦
っ
た
人
々



編集部から

福
音
と
世
界

Ａ
５
判
・
80
頁･

定
価
６
３
５
円･

送
料
70
円

年
間
予
約
購
読
料���

（
送
料
共
）
８
４
６
０
円

２０16年

10

旧
約
聖
書
の
贖
罪
思
想�

…
…
…
…
…
…
小
友　

聡

パ
ウ
ロ
の
「
贖
罪
論
」
を
め
ぐ
る
欧
米
新
約
学
界
の

動
向�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
山
口
希
生

ル
タ
ー
の
贖
罪
論�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
鈴
木　

浩

女
性
神
学
者
た
ち
が
信
じ
る
贖
罪

�

…
…
ゾ
ン
タ
ー
ク
・
ミ
ラ

贖
罪
論
の
修
復
的
転
回�

…
…
…
…
…
…
河
野
克
也

生
き
る
に
値
せ
ぬ
命
が
あ
る
の
か
―
―
津
久
井
や
ま
ゆ
り

園
事
件
を
考
え
る�

…
…
…
…
河
島
幸
夫
、
關
め
ぐ
み
、

島
し
づ
子
、
深
谷
美
枝
、
水
野
英
尚

い
ま
、
関
西
労
伝
60
年
か
ら
み
え
て
く
る
道

�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
大
川　

祈

【
新
連
載
】
現
代
神
学
の
冒
険

　
　
　

―
―
新
し
い
海
図
を
求
め
て�

…
…
…
芦
名
定
道

【
連
載
よ
り
】

◆
新
約
釈
義　

第
一
テ
モ
テ
書�

8�

…
…
…
…
辻　
　

学

◆
聖
書
素
読�

10�

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
金　

必
順

◆
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ
・
聖
書
と
わ
た
し�

10�

…
末
盛
千
枝
子

◆
レ
ヴ
ィ
ナ
ス
の
時
間
論�

19�

…
…
…
…
…
…
…
内
田　

樹

◆
南
島
キ
リ
ス
ト
教
史
入
門�

24�

…
…
…
…
…
一
色　

哲

◆
こ
と
ば
の
履
歴
書�

30�

…
…
…
…
…
…
…
…
佐
藤　

優

◆
詩
篇
の
思
想
と
信
仰�

139�

…
…
…
…
…
…
…
月
本
昭
男

特
集
：
聖
書
と
贖
罪

●
レ
リ
バ
ン
シ
ー
（relevancy

）
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
関
連
性
、
適
合
性
な
ど
と

訳
さ
れ
ま
す
が
、
要
す
る
に
重
要
で
有
意
義

だ
と
い
う
意
味
で
す
。
逆
に
レ
リ
バ
ン
シ
ー

が
な
い
と
言
え
ば
、
そ
の
問
題
が
我
々
の
現

実
に
何
ら
有
意
義
な
関
連
を
持
た
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。「
そ
ん
な
の
神
学
論
争
だ
」
と

か
「
ス
コ
ラ
的
だ
」
と
言
わ
れ
る
場
合
も
ほ

ぼ
同
じ
意
味
で
し
ょ
う
。「
針
の
先
に
天
使
は

何
人
座
れ
る
か
」
と
い
う
の
は
、
よ
く
引
か

れ
る
例
で
す
（
実
際
に
ス
コ
ラ
哲
学
で
そ
の

よ
う
な
議
論
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
定
か
で

な
い
よ
う
で
す
が
）。
そ
れ
で
は
、「
死
者
の

魂
は
眠
っ
て
い
る
の
か
、
目
覚
め
て
い
る
の

か
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
こ
と
ど
う

で
も
い
い
？　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
宗
教
改
革
者

と
し
て
の
最
初
の
論
文
で
こ
の
問
題
を
取
り

上
げ
、
死
者
の
魂
の
覚
醒
を
熱
心
に
論
じ
ま

し
た
。
当
時
の
同
僚
た
ち
で
さ
え
そ
の
出
版

に
反
対
し
ま
し
た
が
、
こ
の
論
文
を
重
要
視

し
た
の
が
カ
ー
ル
・
バ
ル
ト
で
す
。
彼
は
反

ナ
チ
教
会
闘
争
の
重
要
な
節
目
に
も
こ
れ
を

大
学
の
ゼ
ミ
で
取
り
上
げ
よ
う
と
し
ま
し
た
。

な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。
ク
ラ
ッ
パ
ー
ト
は
、『
ソ

ク
ラ
テ
ス
の
死
と
キ
リ
ス
ト
の
死
』
に
収
め

ら
れ
た
一
論
文
で
そ
の
あ
た
り
の
消
息
を
興

味
深
く
伝
え
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ

さ
い
。
古
い
神
学
論
争
の
中
に
も
、
科
学
の

先
端
研
究
―
―
た
と
え
ば
素
粒
子
が
何
種
類

あ
る
か
を
巨
額
の
加
速
器
を
使
っ
て
探
る
大

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
―
よ
り
レ
リ
バ
ン
ト
な
問

題
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
（
ト
ッ
プ
ク
ォ

ー
ク
の
研
究
者
よ
、
ご
め
ん
な
さ
い
）。

●
2
月
に
刊
行
し
た
ア
メ
リ
カ
の
詩
人
ホ
イ

ッ
テ
ィ
ア
の
『
雪
に
閉
ざ
さ
れ
て
』
の
訳
者

根
本
泉
さ
ん
か
ら
嬉
し
い
お
知
ら
せ
が
届
き

ま
し
た
。
こ
の
8
月
、
詩
人
ゆ
か
り
の
地
エ

イ
ム
ズ
ベ
リ
ー
に
招
か
れ
、
同
市
の
市
長
よ

り
「
重
要
な
文
学
的
業
績
な
ら
び
に
ホ
イ
ッ

テ
ィ
ア
の
遺
産
と
市
へ
の
貢
献
」
が
表
彰
さ

れ
た
と
の
こ
と
。
ア
メ
リ
カ
人
に
広
く
親
し

ま
れ
て
い
る
詩
で
す
が
、
ア
ジ
ア
圏
の
言
語

に
全
訳
さ
れ
た
の
は
お
そ
ら
く
初
め
て
の
由
。

●
小
社
が
属
し
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
出
版
販

売
協
会
が
7
年
ぶ
り
に
新
人
研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
二
十
数
年
前
に
新
人
と
し
て
参

加
し
た
編
集
子
も
今
回
は
実
行
委
員
側
。
書

店
・
取
次
・
版
元
各
社
か
ら
集
ま
っ
た
新
人

た
ち
の
顔
を
見
な
が
ら
、
私
た
ち
が
預
か
っ

て
い
る
価
値
あ
る
言
葉
を
一
人
で
も
多
く
の

読
者
に
届
け
る
た
め
に
、
何
と
か
こ
の
業
界

の
危
機
を
乗
り
越
え
、
元
気
で
楽
し
く
仕
事

を
し
て
ほ
し
い
と
願
う
や
切
な
る
も
の
が
あ

り
ま
す
。


